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アフリカ、オーストラリアなどの半乾燥地帯では数メートルから数百メートルにおよぶ帯状、斑

状パターンの植物分布が観察されることが知られており、これらの植物分布は「TigerBush」と呼ば
れる。パターンは植物の種類や土壌の種類に関わらず生じるためその原因は水と植物の相互作用に

あるとされ、このパターンは速い拡散である水の拡散と遅い拡散である植物の拡散によって生じる

チューリング不安定性に起因するチューリングパターンの一種であると考えられている [1][2]。この
ような経緯のもと、いくつかの数理モデルが提案されているが [1][2]、高い精度での現象の再現には
いたっていない [3]。
本研究の目的は数理モデルによるシミュレーションを通して植物分布のダイナミクスを考察する

こと、及び数値指標を導入することで数理モデルを評価することである。本研究では地表水、地下

水、植物の 3変数からなる反応拡散方程式によるモデル
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をとりあげ、数値シミュレーションをおこなった (図 1)。モデルから計算される植物の空間分布を定
量的に評価する特性指標として平均値・標準偏差値を導入し、コントロールパラメータの変化に対す

るパターンの変化と安定性について調べた。その結果、双安定領域の存在が示され、それを含めたグ

ローバルな相図の精密化ができた。また、他のモデル [4]との比較および数値シミュレーションによ
るパターン形成の過程で新たに観察された特徴的パターンの詳細なダイナミクスについても報告す

る予定である。
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図 1: 数値シミュレーションによって得られたパターン
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